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１月１８日、第１７４回通常国会が開会されました。６月１６日まで、１５０日間の会期が予定されています。
今国会では「政治とカネ」の問題もさることながら、初めての通常国会を迎える民主党政権の在り方が
最大の問題であると考えます。
即ち、民主党政権では開かれた自由な議論が全く行われず、不明瞭な政策決定プロセスと選挙に勝つこと

がすべてとする政局至上主義に支配されています。しかし、民主主義とは選挙に勝った多数派の専横を許す
ものではありません。国会は国の在り方・方向性を議論する場であり、選挙は国民の代表として国会で議論
する人を選ぶ仕組みです。選挙で勝てば議論はいらないというのは民主主義の否定に他なりません。この点、
民主党は党内の部門会議を廃止して、政治主導の名の下、議論なしで独断的に政策決定が行われています。
そして政治主導とはいっても、暫定税率の政策変更でも示されたように、民主党で政治を主導している政治
家は小沢幹事長唯一人しかいません。しかも、その主導する政治は「公」ではなく、「利害」で決められてい
ます。自民党公認の候補者を立てる業界には予算を半分に削る一方、民主党に票を出す団体の陳情だけが
幹事長室を通じて実現されるという事態は、党益政治とでも呼ぶべきものです。
ここで、我々自民党は利益誘導ではなく、国民全体の利益を図る政治、「日本経済の回復」「日本の商工業及

び農業の強化」「社会保障の充実」「科学技術立国を支える良質な教育の提供」等、真に国民の求める政策
を実現するための方策をまとめ、提言してまいります。
また、民主党は永住外国人の地方参政権について、通常国会での成立を目指すとしています。しかし、地

方分権が進む中、国家の政策に地方の及ぼす影響が拡大しています。そのような中、地方議会で永住外国
人がキャスティングボードを握る事態が頻発すると憂慮しています。選挙を通じての意思決定を望むならば、
帰化して我が国と運命を共にする日本国民になるべきであり、永住外国人への参政権付与には断固として
反対します。

＜第１７４回通常国会の開会と永住外国人参政権について＞
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